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教育課程の研究（その2）
生野金三・北村好史・生野桂子
AStudyofCurriculum
SHONOKinzo，KITAMURAYoshifumi，SHONOKeiko
1はじめに
教育課程の研究においては、各年代で教育課程がどのように意義づけら
れ、編成にいかなる工夫がなされているかを考察することが大きな意味を
持つ。本稿においては、前稿「教育課程の研究（その1）」（1）の考察を踏
まえ、教育課程の意味を概観するとともに、中学校における教育課程の今
日的課題について論究していくこととする。
■教育課程の意義
前稿においては、教育課程の意義の史的変遷や教育課程の基準の改善の
ねらいの内容などについて探究したが、本稿では、はじめに前回の考察を
踏まえ、教育課程の意味について簡潔に整理しておくこととする。
そこで、教育課程という用語が初めて使用された昭和26年改訂の『学習
指導要領一般編（試案）』（第1次改訂）より平成元年改訂の『学習指導
要領』（第5次改訂）までを逐次整理していく。
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まず、昭和26年改訂のr学習指導要領一般編（試案）』（第1次改訂）
における教育課程の様相を探った。昭和26年といえば、「教育課程」とい
う用語が誕生して然程経ていないこともあり、その定義が一義的に定まっ
ていないものの、ここではr社会目的に照らして」、r学年でどのような教
科の学習や教科以外の活動に従事するのが適切であるかを定め」などの表
現によって社会の目的に鑑み、学習者である児童生徒の発達段階を考慮し
て教育課程を編成していこうとする方向を強調していることが明確にされ
た。
次いで、昭和33年改訂の『学習指導要領』（第3次改訂）における教育
課程の様相であるが、ここでは、教育課程を捉える要素を「目的」「内容」
r指導に充てる時間」r組織的な配列」などとすることが明確にされた。こ
れは、現在の教育課程の捉え方と概ね類似している。
更に、昭和43年改訂の『学習指導要領』（第3次改訂）では、教育課程
の定義は明示されていないが、定義をめぐって、昭和44年に文部省初等中
等教育局発行のr小学校指導書教育課程一般編（案）』において、r学校
において編成すべき教育課程とは、学校教育の目的、目標を達成するため
に教育内容を、児童生徒の心身の発達に応じ、授業時数との関連において、
総合的に組織した学校の計画である」（2）と定義している。この捉え方は、
現在の教育課程の捉え方と殆んど同じということができる。
昭和52年改訂の『学習指導要領』（第4次改訂）でも、従来と同様に教
育課程の定義については何も明示されなかったが、やはり、昭和52年文部
省発行の『小学校指導書教育課程一般編』において触れられている。そ
の内容は、昭和44年に文部省初等中等局より発行された『小学校指導書
教育課程一般編（案）』に掲げられている内容と殆んど同様のものである。
平成元年改訂の『学習指導要領』（第5次改訂）でも従来と同様に教育
課程の定義は明示されず、平成元年文部省発行のr小学校指導書教育課
程一般編』において触れられる。その内容は、昭和44年の『小学校指導書
教育課程一般編』の内容と殆んど同様のものである。
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以上、教育課程の定義をめぐって、改訂された学習指導要領に則してそ
の様相を見てきたわけだが、教育課程が、それに関する法制に従い、児童
の人間としての調和のとれた育成を目指し、各教科、道徳、特別活動及び
総合的な学習の時間（小学校と中学校の場合）について、それぞれの目標
やねらいを実現するような教育の内容を学年に応じ、授業数との関連にお
いて総合的に組織した各学校の教育計画（3）であることが明らかになった。
次に、現行の指導要領に関わる教育課程の基準の改善のねらいにを整理
しておくが、およそ次のようになる。
①豊かな人間性や社会性、国際社会に生きる日本人としての自覚を
育成すること。
②自ら学び、自ら考える力を育成すること。
③ゆとりのある教育活動を展開する中で、基礎・基本の確実な定着
を図り、個性を生かす教育を充実すること。
④各学校が創意工夫を生かし特色ある教育、特色ある学校づくりを
進めること。（4）
これらは、いずれも児童生徒のr生きる力」を育成することを基本的な
ねらいとして提言されたものであることが分かる。
皿教育課程が目指す教育実践の方途
現行の教育課程が目指す理念や趣旨は、既にこれまでの教育課程審議会
等の答申や学習指導要領において示されているが、しかしそれが必ずしも
実践に結び付いたとはいえない状況がみられた。具体的に実践化するため
の方法の提案が十分でなかったということが要因として考えられ、その反
省として「新しい学力観に立つ教育」や「子供のよさや可能性を生かす教
育」等が提唱されたのである。
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（1）新しい学力観に立つ教育
現行の教育課程のよりどころの一つなっている「新しい学力観に立つ教
育」とは、教育に当たり、その成果としてどのような資質能力の育成を目
指すのかを明らかにして、学習指導の充実を図っていこうとする考え方で
ある。そこで、求められている力は、「自分の課題を見付け、自ら考え、
主体的に判断したσ、表現したりして、よりよく解決することができる資
質や能力」である。このような力を育成する教育の実現には、子供たちの
内発的な学習意欲を喚起し、自ら学ぶ意欲や、思考力、判断力、表現力な
どを学力の基本とする学力観に立って教育を進めることが肝要とされてい
る。
このような学力観に立つ教育では、これまでの知識や技能の獲得を重視
して進められてきた学習指導のあり方を見直し、児童が進んで課題を見付
け、自ら考え、主体的に判断したり、表現したりして、解決することがで
きる資質や能力の育成を重視する学習指導へと転換することが求められて
いる。
新しい学力観に立つ教育に対しては、知識や技能を軽視するのではない
かという見方をする向きがあるが、決してそうではない。児童が心豊かに、
主体的に、創造的に生きていくためには、知識や技能が役に立つことが必
要であり、知識や技能が学習や生活に生きて働く力として身に付ける学習
指導が求められるのである。
加えて、従来の指導観や学習観、評価観に対しても転換が求められる。
新しい学力観に立つ学習指導では、児童を生かした主体的な学習活動を中「
心に展開されることが不可欠であり、教師の指導観や児童の学習観の転換
が必要となる場合がある。評価観においても同様で、指導と一体をなす評
価を図る必要がある。指導要録においても、各教科の評価の観点を、r関
心・意欲・態度」、「思考・判断」「技能・表現（又は技能）」、「知識・理解」
の4点より示すこととなる。
これらの4点は、児童が主体的で創造的に、そして豊かに生きる力とし
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ての資質や能力の中核であり、それらを基礎・基本と捉えている。
（2）児童のよさや可能性を生かす教育
新しい教育では、それぞれの児童が豊かなよさや可能性をもち、それを
発揮しつつ、主体的、創造的に生きることができる資質や能力の育成を目
指すことが求められている。（5）この実践のためには、「はじめに児童あり
き」という考え方に立つことが必要である。児童自らに、自分のよさや可
能性を発揮し、よりよく生きるためによく考え、判断し、表現する存在で
あることを覚醒させ、豊かに伸ばしていく学習指導を構想・展開すること
が期待される。ここでは児童一人一人のよさを生かす教育が求められてい
るのである。
そのためには、「児童観の転換の必要性」「内発的な学習意欲の喚起」
「適切な教材等との関わり」の三者が重要とされる。「児童観の転換の必要
性」をめぐっては、児童は「本来、様々なよさや可能性を内に秘め、より
よく生きたい、よりよく向上したいという望ましい意欲をもった存在」（6）
として捉えることが大切とされる。この児童のよさを生かしていく際に重
視しなければならないことは、児童の主体的な学習活動であるが、これを
支え充実させる基盤として働くのが内発的な学習意欲であると言及される。
ここでは、内発的な学習意欲を喚起させる教材選択や学習過程が必要とさ
れる。ここにr内発的な学習意欲の喚起」の重要性が存在する。斯様にし
て、児童のよさや可能性は、人間、自然、社会、文化等のよさに関わった
り、教師のよさや他の児童のよさに関わったりすることを通して、豊かに
なるのである。（7）そのような学習指導の実現のため、適切な教材選択と教
師と児童、児童相互の豊かな人問関係が求められる。ここに「適切な教材
等との関わり」に重要［生が存在する。
このように学習活動によって育成された資質や能力は、児童のよさや可
能性を一層発揮する力となり、豊かな自己実現を目指して生きていくより
確かな力となっていくのである。そのような教育こそ個性を生かす教育そ
のものであるといえる。
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IV機能する教育課程の編成
（1）教育課程編成の現状と課題
平成17年10月26日の中央教育審議会答申「新しい時代の義務教育を創造
する」では、「（2）教育内容の改善」の末尾において、義務教育の在り方
について次のように記している。
義務教育においては、教育の機会均等や一定の水準確保が損なわれた
り、無償制が損なわれたりすることは許されない。公立義務教育諸学
校は、子どもたちが成長発達していく上で必須不可欠な学力、体力、
道徳性を育成する責任を負っている。関係者はこのことをしっかりと
自覚し、基礎・基本の確実な定着、家庭と連携した学習習慣の確立な
どに取り組む必要がある。（下線は、引用者による）
学力観のおさえ、学力の分析、学習指導要領見直しの観点、学力調査の
実施などに触れた後の記述である。学力や学校力の格差拡大の方向にベク
トルが向きつつある今、義務教育の根幹について再確認する内容である。
この数行は、教育課程編成の原点でもある。r生きる力」の三要素は、学
力・体力・道徳性である。教育の機会均等や一定の水準確保という不易の
部分をおさえ、「生きる力」の育成を目指すことを前提とした上での、「創
意工夫にあふれた教育課程編成」が求められているのである。なお、関連
する法令との関係を示すと、以下のようになる。
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教育 課程と法制
ぐ学繊翻2038＞
＊教育課程
r学校教育の目的や目標を達成するために、
教育の内容を児童・生徒の心身の発達に
応じ、授業時数との関連において総合的
に組織した学校の教育計画である。」
欝
＜00舩並イ／ゆ学狡鞭彫＞
・教育課程の編成を校長に命じる。
・教育課程の墓準毯建薩豹b
・教育課程の管理：4月末日までに提出
i「教科に関する事項は、法で定めi
1る教育の目的や目標の規定（同：細しロロi法17．18．35．36）に従い、監督庁iドしトiが、これを定める。」i！！！（文部科学省）1！．．＿．，．．，．．．1＿．．1．．．．．1一．．．．．．．．．一．．．」壽＞??穐 ・授業時数：24②、54
・基準：25、54②
r…、教育課程の基準として
文部科学大臣が別に公示す
る翻難鍵婁領によるも
のとする。」
奮＜勉臓育骸の組綴び蟹営に衡する着律：33①＞
＊教育課程の評価：学校で
説明責任
㊧15．12．26．
・学罰罐要鋤）一緻正
く基準性＞
＜総合的な学習の時問＞
＜個に！応じた指導＞
＜指導時間の確保＞
教育課程とは、「関連する法令に従い、児童生徒の人間としての調和の
とれた育成を目指し、各教科、道徳、特別活動及び総合的な学習の時間に
ついてそれぞれの目標やねらいを実現するよう、教育の内容を学年に応じ、
授業時数との関連において総合的に組織した各学校の教育計画」（8）である。
具体的には、，「学校教育目標の設定」「指導内容の組織化」「授業時数の配
分」等である。しかし、ともすると、編成が校長を中心とした一部の決定
によるトップダウンであったり、前年度の踏襲をよしとしたり、r特色あ
る学校づくり」のかけ声のもと、義務教育の原点を離れ、奇抜な教育内容
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に固執してしまったりという実態が見受けられる。教育課程の編成は、教
育の機会均等や一定の水準確保という不易の部分を前提として、「生きる
力」の育成を目指して行われるものであることをもう一度確認しておきた
い。
教育課程の編成に当たり、「学習者」の実態を勘案しながら進めるのは
「指導者」であり、具現化するのも、また、「指導者」である。「指導者」
すなわち「教職員」が参画し、自己を育てる場として教育課程編成の過程
に捉え直すことが肝要である。
さて、そのr学習者」である中学生を取り巻く環境は、教育課程の基準
の改定とともに、大きな変化を示している。教育現場の様相を整理すると
以下のようになる。
①週5日制の完全実施により、生徒理解に充てるべき時間（個と接
する時間・行事等）が減少しており、生徒とのコミュニケーショ
ンがとりづらくなっている。
②多様な価値観が認められる過程が、モラルの低下、地域・家庭の
教育力の低下、学校力の低下を導き、拍車をかける要因となった。
（それぞれの役割が明確でない。）
③自らを抑え、静かに授業を受けることを旨とした一昔前の教育で
は目立たなかったr耐性の欠如した生徒」が、徒に自己を表出する
ようになった。
④生徒数の減少から受験体制が変容し、高校を選ばなければ、進学
が可能となった。競争心もなくなり、学習意欲の欠如を招いてしまっ
た。
このような実態を捉え、また、10年後の教育界を見据え、そこから遡行
しながら、教育課程編成のビジョンを練り上げていく必要がある。以下に、
教育課程編成に係るモデルを示した。PDCAサイクルのはじめに、R
（リサーチ・現状把握）をおくことにより、教職員が編成に参加でき、「機
能としての教育課程」編成を目指すベクトルが生まれることとなる。
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教育課程具現化モデル
’学習指導要領の変遷教育課程の基準の改善
／学習指導要領
ゆとり？・特色ある～？
・生きる力・基礎基本
▼例匪殖譲豊編成要鎮コー一一一一＞坐立例陸矯謬程擬婁資組一→†勲例1一教琶謡跨尊翻一一一一
???????
［i璽］知識（量的）→基準
情意（質的）→規準
????????????（ ?）（? ?）
⇔
⇔一
学校の教育目標の設定
・指導内容
・授業時数
・年間授業日数《陣
・θ課表聯の決定
畢実際の指導
・鱒
???（????）?????
＊「機能する教育課程」編成の実際 R（RESEARCH）から始めることの大切さ
PDCAサイクル（PLAN→DO→CHECK→ACTlON）
17年度教育課程を振り返る＜RESEARCH＞学校自己評価・外部アンケートから畢18年度教育課程編成上の課題確認：①平成15年学習指導要領改訂18年度前面改定？＜10年後を見越して＞②平成17年度教科用図書採択替え（18年度より使用）畢③学校独自の課題（実態）をおさえる実際の編成
検討委員会の設置：①中核総括部 ②資料収集部③分析部（学校評価等）
④領域全体計画作成
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（2）教育課程編成の実際
次に、ある中学校（A校）における教育課程編成の流れを追いながら、
「機能する教育課程」の実際について言及する。
方途として、中核に教育課程検討委員会を置き、学校評価の実施・結果
検討、資料収集、学校教育目標の設定と具現化への手だての構想、校務分
掌の工夫、授業時数配当、日課表の検討などに取り組む。
①R（リサーチ：資料収集・現状把握）
前年の11月から着手する、学校評価の実施・分析が、rR」に当たり、
教育課程編成の原点となる。学校評価は、平成14年3月29日に示された
「小学校設置基準」r中学校設置基準」における下記のような表記に基づい
て行われる。
（自己評価等）第二条小学校は、その教育水準の向上を図り、当該
小学校の目的を実現するため、当該小学校の
教育活動その他の学校運営の状況について自
ら点検及び、評価を行い、その結果を公表す
るよう努めるものとする。
r～努めるものとする」といった行動目標が示されたが、学校によっては
未だ実施内容が不十分であるとともに、調査結果の公表が進んでいないな
どの状況が見られた。そこで、文部科学省は、平成18年3月30日付け通知
「義務教育諸学校における学校評価ガイドライン」において、学校評価の
目的・方法・評価項目・評価指標・結果の公表方法等の目安を示すことと
なった。それまでその範囲が曖昧であった内部評価・外部評価が次のよう
に規定された。
＊自己評価校長のリーダーシップのもと、学校の全教職員によっ
て行われる評価＊アンケート児童生徒・保護者・地域住民の意見
＊外部評価学校の自己評価の結果を、学校評議員・PTA役員
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（保護者）・地域住民からなる外部評価委員会によ
る評価A校における昨年度の「教職員による自己評価」の項目は次のようであ
る。
・学校教育目標
・学年経営及び学級経営
・教育課程教科指導・総合的な学習の時間・道徳・特別活動・
生徒指導・進路指導・人権教育・国際理解教育・健
康安全教育・情報教育・日課表・週時程・部活動等
校務分掌教育環境・施設設備
地域・家庭との連携研修等・各種会計また、保護者や生徒に対する外部アンケートの項目は次のようである。
・教育目標
・教育活動への理解
・学校行事
・施設設備
・部活動
・教師の姿教え方・評価の仕方・教育相談体制・生徒理解・豊
かな心のはぐくみ
・生徒の様子登校への意欲
家庭学習体力・学力の向上
・保護者の姿勢家庭での生活規律の指導
通知への関心
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授業参観や行事への参加
検討委員会がイニシアティブを取り、教職員全員でデータ（評価項目へ
の回答）を分析し、次年度教育課程の方向性を定めていく。実際には、昨
年度のデータから次のような方向性（編成に当たっての留意点・課題）を
見いだすことができた。
ア、内部評価から：教職員のアイディア
・成就観を持たせる場を数多く設定する・学習規律の確立（教職員
の協力）
・生徒たちにとって誇りにつながる活動を組織する・指導計画の見
直し・生徒指導の在り方（耐性を培うこととガス抜き）（例外を認めない
一枚岩の指導）
・日課表の弾力的な見直し・基礎学力定着プロジェクトの推進
・機能的な研修会の工夫（清掃指導・給食指導・特別支援教育）
・会計処理の工夫について学校としてのハウツーを持つ
・3年間を見通した学校内人事
等イ、外部アンケートから明確になった課題
＊保護者
・家庭学習の確立
・部活動の充実
・生徒理解の不足等
＊生徒
・誇りを持ちたい
・授業内容を理解できるものに
・正当に評価してほしい
・学力をつけたい
・家庭学習の定着等
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いずれも、的を射た指摘である。一方で、生活規律の面などで、生徒を
見つめる家庭と学校との間におおきなギャップがあることも明らかになっ
た。家庭によっても、教育力に大きな格差が見られる。
②P（プラン：編成・企画）
以上のことを勘案し、管理職の意見も採り入れ、検討委員会がまとめ上
げたものが以下の資料である。
平成」18年度に殉「グて∴学捜首己評価の分祈か6出発
誇グを痔τる学狡ゴぐグを身背ひて
《学校教育目標》
自5学ぶ→・自ら学ぶ生徒
心豊かに→・心豊かな生徒
たくまし＜→・たくましい生徒
《目指す学校像》
笑顔あふれる学校
・自信と実力がっく学校
・豊かな環境で清潔な学校
・保護者や地域に信頼される学校
知控・感控・⑳控 集中とガス抜き
知建’基酵力の熔者 一 各教科部会・選択基礎部会等で検討①基礎学習の導入：17年度を受け継ぐ
選択（教科指導）の一環（補充）として。自主作成プリント・家庭学習②授業規律の確立：國マニユアル共通行動（起立・あいさつ）
③家庭学習の慣習化
感控∫心の耕し規律（自立と自倒
一
さま「ざま：なうねらノのψで育τ｛i5
道徳部会・特活部会・校外行事等検討委員会
生徒指導部・進路指導部（キャリア）
①校内研修を中核に：道徳教育年問指導計画に則った展開
ねらいの明確化特別活動委員会の活1閨ヒ行事の拡大②体験的学習：良いものに触れる心の講演会芸術と触れあう会③積極的生徒指導：指導する部分と判断させる部分髪・服装・靴下④耐性を培う場の後のリラックヌの場：國試験後の球技大会など
⑤言葉を大切にする
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励控∫体力の，句±一体育体力向上委員会
①体育的行事の見直し：國業間体育体育祭マラソン大会
②体力テヌトから
その他1校務分掌の精選
2教育課程検討委員会の恒常開催：
3清掃活動の徹底清掃分担と清掃万法の見直し隅まできれいに
4読書生活教育：本を生活の場に図書室の移動5施設設備の保全：教職員と子どもの手で6地域との融合：父の会地域の広場設置（交流ルーム）
【学校自己評価検討会より】
＊日課表の見直し＊部活動のあり万＊総合的な学習の時間のあり万
＊危機管理研修会薬物乱用防止研修会非行防止教室の開催
これを、校内研修の場に提示し、編成の指針とする。分析から指針作りま
で、教職員の力を借りての過程は、参画意識を高めるとともに、学校が抱
える課題を自らの課題として認識することも可能とし、具現化への大きな
推進力を生むのである。
上記の指針が定まると、校長の示す学校教育目標が提示され、実際に教
育課程を編成する作業に入ることとなる。
國 《学校教育目標》
・自ら学ぶ（知性）
・ノら・動に（感1生）
・たくまし＜（耐性）
瞬
《目指す学校像》
・笑顔あふれる学校
・自信と実力がつく学校
・豊かな環境で濤累な学校
・保護者や地域に信頼される学校
新年度の具体的な教育課程は、年度当初に教職員に示される。その案は、
管理職と教職員とがともに手を携え創り上げた、r手作りの教育課程」で
ある。その実施（D：Do）では、校務分掌それぞれにおろし、さらに具
体的な目標と年間計画とを立てることとなる。教育課程具現化の鍵を握る
「校務分掌の在り方」については、稿を改めて述べたい。評価（C：
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Check）は、それぞれ目標に準じて行われる。学期ごと、行事の終了後な
ど、時機を捉えて行い、集積しておくことが肝要である。その都度の評価
内容が集積され、rまとめの学校評価」に係る資料となる。
V今後の教育課程管理
本稿では、教育課程編成の現状に鑑み、係る課題に触れながら、r機能
する教育課程編成」について中学校の取り組を例に示してきた。教育課程
とは、「それに関する法令に従い、児童生徒の人間としての調和のとれた
育成を目指し、各教科、道徳、特別活動及び総合的な学習の時間について
それぞれの目標やねらいを実現するよう、教育の内容を学年に応じ、授業
時数との関連において総合的に組織した各学校の教育計画」である。した
がって、その編成は、教育の機会均等や一定の水準確保という不易の部分
を前提として、「生きる力」の育成を目指して行われるものでなければな
らない。また、r指導者」すなわちr教職員」が参画し、r教職員」を育て
る場として教育課程編成を機能的に捉え直すことが急務であることも強調
されるべきである。自己申告から始まる、r学校の活性化と教職員の資質
能力の向上」を謳った、新しい人事評価制度も、多くの都道府県で実施に
移されている。ソフトが生きてこそ、「PDCAサイクル」も機能を持つ
といえるのである。
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